
まず、プロジェクトの概要からお話しいただけますでしょ

うか？

高橋氏 　対象のシステムは我々のお客様の在庫販売シス

テムなのですが、SQL Anywhereの略称で知られる

Sybase社Adaptive Server Anywhereの8.02という

大変古いRDBMS上にスクラッチで作り込まれたシステム

です。このシステムに関するお客様の問題は、RDBMS製

品が既にサポート終了であったことと、パフォーマンス上

の問題を抱えていたことでした。

最初は在庫販売パッケージ製品に置き換えることも検討

されたようですが、業務の特殊性からパッケージでは対応

できないという結論になり、我々の提案が受け入れられま

した。我々の提案はRDBMSをOracle 11gにリプレース

してパフォーマンスの改善を行いつつ、アプリケーション

の改良を行うというものです。

RDBMSの移行に伴ってアプリケーションや機能を見直す

というのはよくある話かと思います。その場合に移行の方

法論としては大きく2通りあると思います。1つはゼロサ

ム・ベースで論理的に作り直してしまう手法、もう1つは全

体を新RDBMSへ機能等価で移行しておき、その後で手直

しする手法です。御社の場合は後者の手法を取られたわけ

ですが、これには何か理由があるのでしょうか？

高橋氏 　本当は我々としても前者の手法（作り直し）を取

りたかったのです。しかし古いシステムではありがちなこ

とだと思いますが、細部の仕様がコードの中に埋没して

いるため、設計書レベルではどこをどう変えるとどういう

影響があるかということを完全には評価・判定できない

状態でした。

言ってみれば動いているものが正、という状態です。その

ため、ゼロサム・ベースで論理的に作り直すことはリスクが

大きいと判断し、あきらめました。

なるほど。確かに長い年月を重ねたシステムではありがち

なパターンですね。それでまずベースを機能等価で新

RDBMSに移行することを検討されたわけですね。

熊谷氏　ええ。ただ社内にはSQL Anywhereをよく知る

技術者が不足していたこともあり、マンパワーによる移行

は困難を伴うと思っていました。

そこで何かいいツールがないかと探し始めたわけですが、

SQL Anywhereのような古い製品を対象にした移行ツー

ルはなかなかありません。そんな時に御社取り扱いの

Ispirer社製品「SQLWays」の存在を知り、Ispirer社のサ

イトから試用版をダウンロードしました。

SQLWaysを使ってみていかがでしたか？

熊谷氏　データタイプやスキーマの変換は大体出来てい

て、これはいいと思いました。ただ、肝心のストアド・プロシ

ジャーやファンクションなどのビジネスロジック部分につ

いては7割程度の変換率でした。さすがにここは手でやる

ほかないのか、と覚悟しました。

ツールは決して魔法の箱ではありませんからね。そこで我々

は、「SQLWays」というツールをベースにした一括変換サー

ビスである「smarts」をご紹介しました。

高橋氏　全体としてはやっと基本設計を終えようか

という段階です。現在は、「smarts」で移行していた

だいたソースにアプリ観点でのコメントを加えたり、

Oracle上でのパフォーマンスという観点でSQL文

を精査したりしているところです。これからアプリ

ケーションの実装に入っていきますのでその準備段

階といったところです。

元々スケジュール的にタイトなプロジェクトでしたか

ら、そういう意味でも「smarts」にお願いして本当に

良かった。このサービスに出会わなかったことを考え

ると、冷や汗が出ます（笑）。

どうもありがとうございます。では最後に、本サービ

スの総合的なご評価をいただけませんか？

高橋氏　今回の我々のケースのように、古いシステム

では＜動いているソースが正＞ということが往々にし

てあります。そのようなケースでは、新しいRDBMS

上でシステムを一から論理的に再設計・再構築するこ

とがなかなか難しい。その場合、やはりまず最初に機

能等価で新RDBMS上に移築してから、移築先で改修

するという方法が有効でしょう。このサービスは、そう

いうニーズに的確に応えてくれるものだと思います。

本日はどうもありがとうございました。
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いて、お客様との信頼に基づくベストパートナーと
して進化し続ける。
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高橋氏 　正直言って最初は半信半疑でした。それで

品質を評価するために、主にツールでは変換出来な

かったソースを抽出し、有償でサービスを試用してみ

ることにしたのです。結果としては非常に短期間で仕

上げていただき、品質的にも十分と判断しました。

外部委託せずに内製されることも考慮されたわけで

すよね。

熊谷氏　はい。社内リソースを使ってやった場合にどれ

位のコストと期間がかかるか、ということは試算しまし

た。御社にお願いした方が安く期間もかなり短いという

結論でした。

高橋氏　いずれにせよ、私の中ではツールの使用が大

前提でした。人手による場合、どうしても技術者のスキ

ルレベルにより品質にばらつきが生じます。ツールの

良いところは、良くも悪くも均一に変換するのでばらつ

きが無いという点です。「smarts」のサービスにおいて

はツールのカスタマイズによって難しい変換を行うとい

うことで、この点で信頼感がありました。また、ツール自

体がワールドワイドで実績のあるものであり、実際に

動くものだということを自分の目で確認していました

から、最後はこれで行くしかない、と思っていました。

実は社内では、技術蓄積のためには内製すべきだ、と

いう議論もありました。しかし、移行が終わってしまえ

ばSQLAnywhereの技術は必要ないですからね。結

果としては、餅は餅屋にお任せして正解だったと思っ

ています。

納品まで2ヶ月の「smarts」プロジェクトの進め方は

いかがでしたか？

熊谷氏　変換が一筋縄ではいかないもの、特に

SQLAnywhere独自の機能を使用しているような部

分については、Oracleでの同等機能の実現方法を逐

一相談の上進めていただきましたので大変助かりまし

た。また、これは古いシステムではありがちなことです

が、長い年月を経るうちに実際には使われていない古

い資産がかなり溜まっていたことが「smarts」の解析

の結果わかりました。我々の予想以上に使われていな

いプロシジャーやビューは多かったようです。これは副

次的な効果ですが、大変助かりました。

現在は「smarts」によって移行したベース機能の確認

も終えられて、これからアプリケーションの改修とい

う段階でしょうか。
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優れた生産性で
コスト・期間・品質におけるメリット大

今後について

変換サービスの流れと本事例における規模/期間

お客様にヒアリング
シートへのご記入と
サンプルコードをご
提供頂き、金額・納期
の概算見積りを提示
します。

ご契約後、お客様の移
行プロジェクトの要件
に沿った命名ルール、
変換規則などの仕様
を定義した「変換仕様
書」を作成します。

「変換仕様書」の仕様
に基づき、エキスパー
トが変換ツールのカ
スタマイズを行い、高
品質かつ効率的な変
換作業を実施します。

変換済みのファイル
の納品後、お客様の
稼働検証において発
生する問題の迅速な
解決のため、集中的な
サポートを行います。

１ ２ ３ ４
アセスメント 変換設計 変換作業 アフターサポート

無償アセスメントから変換後のサポートまで

実 期 間

移行資産の規模 テーブル数：417、 インデックス数：940、 ファンクション数：113（6千行）
ビュー数：203（2万3千行）、 ストアドプロシジャー数：830（13万行）

２ヶ月 １ヶ月
（変換設計から納品まで） （お客様検証）


